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◎「
近
江
ゆ
か
り
の
会
」開
催
の
ご
案
内

首
都
圏
で
活
躍
す
る
「
滋
賀
県
ゆ
か
り
の
人
」

が
一
堂
に
会
し
て
親
睦
を
深
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
な

ど
に
活
か
せ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
機
会

と
な
る
べ
く
開
催
さ
れ
る
交
流
会
「
近
江
ゆ
か

り
の
会
」。
今
年
度
も
昨
年
に
引
き
続
き
港
区

白
金
台
の
八
芳
園
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

交
流
会
に
先
立
ち
行
う
催
し
で
は
、
滋
賀
県

出
身
で
真
打
に
昇
進
し
た
江
戸
落
語
家
・
三
遊

亭
わ
ん
丈
師
に
よ
る
高
座
を
お
楽
し
み
い
た
だ

き
ま
す
。

と
き
：
令
和
六
年
十
一
月
二
十
五
日
（
月
）

　
　
　

十
七
時
三
十
分
～
二
十
時
三
十
分
（
開
場
十
七
時
）

会
場
：
八
芳
園　

一
階
「
ジ
ュ
ー
ル
」 

　
　
　

東
京
都
港
区
白
金
台
一

－

一

－

一

　
　
　

 

都
営
地
下
鉄
・
東
京
メ
ト
ロ　

白
金
台
駅
二
番
出
口
徒
歩
一
分

会
費
：
お
一
人
様
…
…
一
万
円

　
　
　

二
十
代
・
三
十
代
の
方
…
…
八
千
円　

　
　
　

 

十
代
・
大
学
生
・
大
学
院
生
（
社
会
人
を
除
く
）
の
方
…
…
五
千
円

内
容
：
開
場
・
受
付
開
始
…
…
十
七
時

　
　
　

三
遊
亭
わ
ん
丈
師
に
よ
る
高
座
…
…
十
七
時
三
十
分

　
　
　

名
刺
交
換
会
…
…
十
八
時
十
五
分

　
　
　

開
会
…
…
十
八
時
三
十
分

　
　
　

交
流
会
開
宴
…
…
十
八
時
四
十
五
分

　
　
　

閉
会
（
ご
歓
談
は
二
十
一
時
ま
で
）
…
…
二
十
時
三
十
分

主
催
：
滋
賀
県

　
　
　

一
般
社
団
法
人　

東
京
滋
賀
県
人
会

同
封
す
る
ご
案
内
書
裏
面
の
申
込
書
に
て
、お
申
込
期
限
迄
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

「シガリズム」は、琵琶湖を始めとした自然と歩みをそろえ、
ゆっくり､ていねいに暮らしてきた滋賀の時間の流れや暮らし
を体感することで心のリズムを整える新たな旅の提案です。

滋 賀 に 息 づく暮らしの 営 み や 歴 史 、伝 統 、
豊 か な 自 然 を 体 験 する心 のリズ ムを 整える旅 へ 。
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ご
挨
拶

一
般
社
団
法
人　

東
京
滋
賀
県
人
会　

会
長　

小
林　

洋
一

今
年
の
夏
は
連

日
猛
暑
が
続
い
て

い
ま
し
た
が
、
東

京
滋
賀
県
人
会
の

皆
さ
ま
に
は
、
ご

家
族
共
々
お
変
わ
り
な
き
こ
と
拝
察
し
、

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
原
稿
は
丁
度
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
閉
幕
し
た
と
こ
ろ
で
執
筆
し
て
い
ま

す
。
平
和
の
祭
典
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
百
年

ぶ
り
に
パ
リ
で
開
催
さ
れ
、
セ
ー
ヌ
川
を

ボ
ー
ト
で
入
場
す
る
開
会
式
に
始
ま
り
、

多
く
の
競
技
が
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
や
ヴ
ェ
ル

サ
イ
ユ
宮
殿
な
ど
素
晴
ら
し
い
歴
史
的
建

造
物
の
間
際
で
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
世
界

で
最
も
観
光
客
が
訪
れ
る
パ
リ
の
魅
力
を

ふ
ん
だ
ん
に
楽
し
め
た
と
と
も
に
、
色
々

な
国
の
人
々
が
交
流
を
行
う
「
平
和
の
祭

典
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
世
界
最
大
の

イ
ベ
ン
ト
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
参
加
選
手
全
て

が
こ
れ
ま
で
磨
い
て
き
た
力
を
最
大
限
発

揮
し
、
選
手
た
ち
の
顔
は
勝
敗
に
関
わ
ら

ず
達
成
感
に
あ
ふ
れ
、
共
に
闘
っ
た
人
達

へ
の
連
帯
の
素
晴
ら
し
さ
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
が
世
界
の

人
々
を
繋
ぎ
、
多
く
の
感
動
・
喜
び
と
未

来
へ
の
希
望
を
与
え
て
く
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

六
月
に
草
津
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
滋

賀
県
人
会
連
合
会
総
会
の
際
に
三
日
月
知

事
の
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
内
容
を
い

く
つ
か
皆
さ
ま
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

１ 　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
光
る
君
へ
」

の
効
果
で
、
石
山
寺
な
ど
を
多
く
の
観

光
客
が
訪
問

２ 　

北
陸
新
幹
線
が
敦
賀
市
ま
で
延
伸
、

一
方
で
湖
西
線
が
五
十
周
年
を
迎
え
た

３ 　
「
飛
び
立
て
留
学
生
」
の
テ
ー
マ
で

本
年
度
県
内
の
高
校
生
三
十
名
を
海
外

に
派
遣（
将
来
は
年
間
五
十
名
に
拡
大
）

４ 　

近
江
鉄
道
が
「
上
下
分
離
方
式
」
に

よ
り
今
後
と
も
運
営
を
継
続

５ 　

産
業
面
で
は
、
新
た
な
県
内
へ
の
企

業
誘
致
に
伴
い
今
後
五
年
で
四
千
億
円

程
度
の
投
資
が
実
行
さ
れ
る
予
定
で
、

更
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
る

６ 　

来
年
十
月
に
は
滋
賀
県
に
て
国
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
・
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
開
催
予
定

令
和
六
年
度
の
東
京
滋
賀
県
人
会
の
活

動
で
す
が
、
県
人
会
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
「
近
江
ゆ
か
り
の
会
」
が
、
来
る

十
一
月
二
十
五
日
（
月
）
港
区
白
金
台
の

「
八
芳
園
」
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

本
年
度
も
ふ
る
里
滋
賀
の
食
材
を
使
っ
た

料
理
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員

の
皆
様
に
は
是
非
料
理
を
堪
能
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
親
睦
と
交
流
を
通
じ
て
ふ
る

里
滋
賀
の
絆
を
深
め
る
機
会
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

県
人
会
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
こ

こ
滋
賀
」
等
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ

Ｄ
Ｏ
塾
の
開
催
な
ど
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
広
報
活
動
と
し
て
は
、
引
き
続
き
会

員
の
皆
さ
ま
に
様
々
な
情
報
を
提
供
す
べ

く
、
年
二
～
三
回
の
「
会
報
」
と
「
東
京

滋
賀
県
人
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」
を
一
層
充

実
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。
滋
賀
県
に
ゆ

か
り
の
あ
る
多
く
の
方
々
か
ら
の
投
稿
記

事
の
掲
載
な
ど
、
皆
さ
ま
方
か
ら
の
ご
意

見
や
ア
イ
デ
ア
な
ど
大
歓
迎
で
す
の
で
、

是
非
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

今
後
と
も
会
員
の
皆
さ
ま
や
関
係
各
位

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
と
皆
さ
ま
と
の
交
流
に

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
最
後

に
、
ふ
る
里
滋
賀
と
東
京
滋
賀
県
人
会
の

今
後
益
々
の
発
展
と
会
員
皆
さ
ま
の
ご
多

幸
・
ご
健
勝
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
九
月
九
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

年
次
総
会
に
て
私
は
東
京
滋
賀
県
人
会
の

会
長
を
退
任
し
、
最
高
顧
問
に
な
り
ま
し

た
。
後
任
の
県
人
会
会
長
は
、
前
副
会
長

の
塚
本
弘
さ
ま
で
す
。
令
和
六
年
度
の
新

体
制
に
関
し
ま
し
て
は
、
別
途
同
封
の
一

覧
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
四
年
間
皆
さ

ま
に
は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
事
改
め
て

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

新
会
長
就
任
の
ご
挨
拶

東
京
滋
賀
県
人
会
　
塚
本
　
弘

こ
の
度
、
東
京
滋
賀
県
人

会
会
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
滋
賀
の
魅
力
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、

会
員
各
位
の
交
流
が
ま
す
ま
す
盛
り
上
が
る
よ
う
尽

力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

日
本
橋
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
こ
こ
滋
賀
」
も
、
ま

も
な
く
七
周
年
を
迎
え
、
首
都
圏
に
お
け
る
滋
賀
県

の
情
報
発
信
の
場
と
し
て
、
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
県

人
会
と
し
て
も
、
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
大
い

に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

十
一
月
二
十
五
日
（
月
）
に
は
、
首
都
圏
の
滋
賀

県
ゆ
か
り
の
方
々
が
一
堂
に
会
し
て
親
睦
を
深
め
る

「
近
江
ゆ
か
り
の
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
関
係
各
位
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
楽
し
く
皆
さ
ま
と

の
活
発
な
交
流
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
東
京
滋
賀
県
人
会
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と

会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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令和６年度東京滋賀県人会総会・懇親会を開催しました！
定期総会の後、懇親会を同ホテル丹頂の間にて開催。
約60名の会員が出席。
新型コロナにより久しぶりの再会になった方々も多く、
また新たに入会された会員も名刺交換や歓談で
大盛り上がりとなりました。
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令和６年度東京滋賀県人会総会・懇親会を開催しました！
9月9日（月）千代田区大手町のＫＫＲホテル東京にて、定期総会を開催。
正会員の過半数（委任状提出者を含む）が出席し、成立しました。
令和5年度決算、令和5年度事業報告の審議を行い、出席会員の賛同
を得て可決されました。
また、令和6年度役員人事についても提案通り可決されました。
総会終了後の理事会で、役付き役員を選任いたしました。同封の『総
会だより』をご参照ください。
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3535
回回  

琵
琶
湖
夢
街
道

琵
琶
湖
夢
街
道
　　

大
近
江
展

大
近
江
展
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３月20日（水・祝）～25日（月）日本橋髙島屋S.C.8階催会場にて開催。３月20日（水・祝）～25日（月）日本橋髙島屋S.C.8階催会場にて開催。
沢山のお客様にお越しいただき、売上は前年比107.1％でコロナ以降最沢山のお客様にお越しいただき、売上は前年比107.1％でコロナ以降最
大となりました。大となりました。
商品的な動向としては、チラシの一面で大きく打ち出し、またTV取材効商品的な動向としては、チラシの一面で大きく打ち出し、またTV取材効
果もあり、「飲むいちご」のfarmハレノヒが前年比189.6％と大好調。また、果もあり、「飲むいちご」のfarmハレノヒが前年比189.6％と大好調。また、
いちごを使った和洋菓子関係も総じて好調。いちごを使った和洋菓子関係も総じて好調。
その他、初出展のゴーイングナッツやクラフトビールのツーラビットなど、その他、初出展のゴーイングナッツやクラフトビールのツーラビットなど、
今までにない展開で若いお客様からも人気を集めました。今までにない展開で若いお客様からも人気を集めました。
工芸関係では、今回もびわ湖真珠の人気は高く、伝統工芸品の攀桂堂やシー工芸関係では、今回もびわ湖真珠の人気は高く、伝統工芸品の攀桂堂やシー
ズン先取りの藍染衣料品の動きが目立ちました。ズン先取りの藍染衣料品の動きが目立ちました。

お楽しみ抽選会場では、近江牛や近江のお茶、また出展会員からの協賛商お楽しみ抽選会場では、近江牛や近江のお茶、また出展会員からの協賛商
品などが当たるガラポン抽選会が大人気。外れのない大抽選会でお客様の多品などが当たるガラポン抽選会が大人気。外れのない大抽選会でお客様の多
くの笑顔が見られました。くの笑顔が見られました。
また、県人会では、足をお運びいただいた会員の皆様へのささやかなお礼また、県人会では、足をお運びいただいた会員の皆様へのささやかなお礼
として、粗品を進呈いたしました。として、粗品を進呈いたしました。
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開会セレモニーでの小林会長のあいさつ



ふるさと納税特集
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〇

納
税
制
度

 

納
税
制
度

世
話

地
方
自
治
体

対

貢
献

応
援

方

思

実
現

創
設

寄
附
金
控
除

制
度

 

                  

    

〇
滋
賀
県

納
税

 

滋
賀
県
内

各
市
町

滋
賀
県

滋
賀

応
援
寄
附

名
称

皆
様

納

税

募
集

 

滋
賀
県

元
気

持
続
可
能

滋
賀
県

子

健

育

守

国

障

応
援

美

琵
琶
湖

守

県
立
学
校

応
援

県

取

組

用
意

選

使

活
用

 

滋
賀
県
外

住

方

金
額

応

滋
賀
県

礼

品

送

 

滋
賀

旅

宿
泊
券

近
江

茶

滋
賀
県

産

食
材

楽

食
事
券

返
礼
品

用
意

 

皆
様

想

支
援

幸

 

申

込

方
法
等
詳
細

滋

賀
県

確
認

右
下

二
次

元

願

 

 

 

ふるさと納税に係る控除のイメージ（確定申告の場合） 

 

※寄附金の額によっては、2,000 円を超える額のうち一部しか控除されない場合があります。 

納
税

案
内 

 
 

紹
介

支
援

願

 

納
税

行

場
合

確
定
申
告

寄
附
額

二
千
円

越

部
分

所
得
税

住
民
税

原
則

全
額

控
除

 納
税

行

自
治
体

団
体

以
内

確
定
申

告

比

簡
易

控
除

必
要

手
続

行

納
税

寄
附

身
近

制
度

 

詳詳細細はは県県ホホーームムペペーージジ  

ををごご確確認認くくだだささいい！！  

　

五

三
十
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守山市役所 企画政策課

〒524-8585

滋賀県守山市吉身二丁目５番22号

TEL 077-582-1162

お問合せ先

ふるさとチョイス    楽天ふるさと納税    ふるなび    

守山市へのふるさと納税の
お申込みはこちらから

大津市企画調整課 滋賀県大津市御陵町３番１号
TEL 077-528-2701 FAX 077-523-0460
Email otsu1001@city.otsu.lg.jp

ふふるるささとと納納税税はは大大津津市市へへ
大津市では、企業版ふるさと納税にも取り組んでいます。
地域活性に向け、企業の皆さまからの応援をお願いします。

スマートフォンやタブレットからもお申し込みいただけます。

ふふ るる ささ とと 納納 税税 大大 津津



楽天 ふるさとチョイス ふるなび さとふる 近江八幡市特設サイト

ふるさと納税特集

10 •
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県人会県人会のの活活動動

12 •

鮭
の
会

毎
月
第
一
火
曜
日
を
原
則
開
催
日
と
し
、
滋
賀
に
所

縁
の
あ
る
マ
ス
コ
ミ
各
社
、
滋
賀
銀
行
、
滋
賀
県
、「
こ

こ
滋
賀
」、
さ
ら
に
首
都
圏
の
各
県
人
会
が
一
堂
に
会

し
、
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
予
定
な
ど
周
知
情
報
を
持
ち
よ

り
、
首
都
圏
で
の
情
報
共
有
化
、
マ
ス
コ
ミ
へ
の
取
材

要
請
な
ど
に
努
め
て
い
ま
す
。

お
声
掛
け
運
動

平
成
三
十
年
十
月
よ
り
、
事
務
局
か
ら
七
十
五
歳
以

上
の
会
員
（
百
名
弱
）
の
方
に
お
電
話
に
よ
る
「
お
声

掛
け
運
動
」
を
実
施
（
不
定
期
）
し
、
今
ま
で
に
、
お

お
よ
そ
対
象
者
に
二
十
巡
ほ
ど
お
電
話
を
か
け
、
日
常

の
お
話
、
ご
相
談
、
県
人
会
活
動
に
対
す
る
ご
意
見
な

ど
を
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。

幹
部
会

令
和
二
年
七
月
一
日
（
水
）
を
皮
切
り
に
、
毎
月
一

回
ペ
ー
ス
で
会
長
、
副
会
長
及
び
専
務
理
事
、
常
務
理

事
達
が
当
会
の
主
要
活
動
の
推
進
や
組
織
強
化
、
全
滋

連
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
へ
の
か
か
わ
り
方
な
ど
を
議
論
す

る
幹
部
会
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現
在
ま
で
、「
こ

こ
滋
賀
」
な
ど
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
の
推
進
、
会
報
や

Ｈ
Ｐ
の
改
善
策
が
具
体
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

理
事
会
の
ご
報
告

八
月
二
十
一
日
（
水
）
ア
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー 

八
重
洲
に
て
開
催
。
会
長
に
よ
る
全
般
的
な
活
動
報
告

の
あ
と
、
令
和
五
年
度
決
算
の
報
告
・
令
和
六
年
度
予

算
・
人
事
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

物
故
者
法
要

八
月
二
十
一
日
（
水
）
理
事
会
に
先
立
ち
、
東
京
滋

賀
県
人
会
ホ
ー
ル
に
て
開
催
。

毎
年
八
月
に
、
こ
れ
ま
で
に
亡
く
な
ら
れ
た
東
京
滋

賀
県
人
会
関
係
者
の
霊
を
慰
め
る
た
め
、
物
故
者
法
要

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
新
た
に
昨
年
亡
く
な
ら
れ
た
物

故
者
五
名
の
方
の
名
前
を
読
み
上
げ
、
供
養
い
た
し
ま

し
た
。

Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
塾

塚
本
東
京
滋
賀
県
人
会
副
会
長
を
塾
頭
に
、
滋
賀
県

に
所
縁
の
あ
る
人
々
や
会
員
同
士
の
人
脈
形
成
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
知
識
の
向
上
を
支
援
す
る
目
的
で
、

平
成
二
十
八
年
秋
以
降
「
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
塾
」
を
定
期

的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

第
十
八
回
は
、五
月
十
三
日
（
月
）
十
八
時
か
ら
「
こ

こ
滋
賀
」
二
階
「
近
江
牛
も
り
し
ま
寛
閑
観
」
に
て
、

大
津
市
瀬
田
ご
出
身
、
滋
賀
県
に
唯
一
在
住
さ
れ
る
講

談
師
の
旭
堂
南
風
師
に
、『「
紫
式
部
と
月
と
源
氏
物
語
」

～
紫
式
部
が
源
氏
物
語
を
描
く
に
至
る
ス
ト
ー
リ
ー

～
』
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
談
の
様
子
は
東
京
滋
賀
県
人
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

物故者法要

旭堂南風師
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四
月
十
三
日
（
土
）
に
、
プ
ロ
野
球
埼
玉
西
武
ラ
イ

オ
ン
ズ
対
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
「
滋
賀
県
ス

ペ
シ
ャ
ル
デ
ー
」
が
、埼
玉
県
所
沢
市
の
ベ
ル
ー
ナ
ド
ー

ム
（
西
武
ド
ー
ム
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
試
合
は
、
か
つ
て
近
江
商
人
が
現
在
の
埼
玉
県

で
活
躍
し
た
こ
と
や
、
近
江
鉄
道
株
式
会
社
が
西
武
グ

ル
ー
プ
傘
下
で
あ
る
な
ど
の
縁
と
、
四
月
一
日
か
ら
上

下
分
離
方
式
の
経
営
方
式
に
移
行
し
た
こ
と
を
契
機
と

し
て
、
近
江
鉄
道
が
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
っ
て
実
現
し
た

も
の
で
す
。

試
合
前
に
は
三
日
月
知
事
が
始
球
式
に
登
板
し
た
ほ

か
、
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
選
手
に
近
江
牛
二
十
五
キ
ロ

を
贈
呈
。
球
場
に
は
滋
賀
県
の
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
な
ど
も
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

現
地
に
は
滋
賀
県
か
ら
の
応
援
バ
ス
ツ
ア
ー
に
加

え
、
東
京
・
埼
玉
・
千
葉
の
滋
賀
県
人
会
員
が
応
援
に

駆
け
付
け
ま
し
た
。
試
合
は
今
年
か
ら
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

に
移
籍
し
た
山
川
選
手
の
史
上
二
人
目
と
な
る
二
打
席

連
続
満
塁
ホ
ー
ム
ラ
ン
が
飛
び
出
す
な
ど
の
衝
撃
の
展

開
と
な
り
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

観
戦
し
た
約
五
十
名
の
会
員
の
皆
様
は
、
ド
ー
ム
で
あ

り
つ
つ
も
緑
豊
か
な
春
の
風
が
吹
き
込
む
ベ
ル
ー
ナ

ド
ー
ム
で
、
久
方
ぶ
り
の
生
で
観
る
プ
ロ
野
球
の
試
合

に
熱
い
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

在
京
近
江
人
法
話
会

文
京
区
駒
込
の
浄
土
宗
光
源
寺
に
、
関
東
大
震
災
の

犠
牲
者
の
う
ち
近
江
出
身
者
三
百
十
三
名
の
死
を
悼
む

供
養
塔
が
あ
り
ま
す
。
在
京
近
江
人
法
話
会
は
こ
の
供

養
塔
を
お
守
り
す
る
た
め
に
発
足
し
た
会
で
、
い
つ
し

か
途
絶
え
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
八
年

七
月
十
日
に
復
活
第
一
回
発
足
式
を
行
い
再
始
動
し
ま

し
た
。
残
念
な
が
ら
そ
の
四
年
後
に
発
起
人
の
方
が
逝

去
さ
れ
、
そ
の
上
に
コ
ロ
ナ
禍
が
襲
い
開
催
を
休
ん
で

い
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
令
和
五
年
十
一
月
十
五
日
に

再
再
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

五
月
十
五
日
（
水
）
に
光
源
寺
で
行
わ
れ
た
今
年
度
の

法
話
会
に
県
人
会
事
務
局
か
ら
植
野
ほ
か
が
出
席
、
本
堂

に
て
島
田
住
職
に
三
百
十
三
名
の
追
善
供
養
を
執
り
行
っ

て
い
た
だ
き
、

そ
の
後
仏
教
の

基
本
教
理
の
法

話
を
拝
聴
い
た

し
ま
し
た
。

ゲーム前に滋賀県特産品のトップセールスを行う三日月知事

光源寺　供養塔前にて。
左端：塚本東京滋賀県人会副会長、
右から二人目：山田埼玉滋賀県人会
元会長

ベルーナドーム

埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
「
滋
賀
県
ス
ペ
シ
ャ
ル
デ
ー
」
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「
こ
こ
滋
賀
」・
東
京
滋
賀
県
人
会　

関
係
人
口
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

①
経
済
産
業
省 

滋
賀
県
出
身
者
Ｏ
Ｂ
会

経
済
産
業
省
の
滋
賀
県
出
身
者
に
よ
る
Ｏ
Ｂ
会
が
、

七
月
二
十
二
日
（
月
）「
こ
こ
滋
賀
」
に
て
開
催
さ
れ
、

参
加
者
た
ち
が
故
郷
で
あ
る
滋
賀
県
へ
の
思
い
を
共
有

し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
職
務
経
験
を
振
り
返
る
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
Ｏ
Ｂ
会
の
成
功
は
、
経

済
産
業
省
内
で
の
地
域
に
根
ざ
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形

成
の
重
要
性
を
示
す
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

②
共
創
対
話
プ
ロ
グ
ラ
ム

七
月
二
十
三
日
（
火
）
開
催
。
共
創
対
話
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
、「
楽
し
み
な
が
ら
関
係
を
深
め
る
創
造
的
な

挑
戦
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
核
心
に
据
え
た
活
動
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
こ
こ
滋
賀
」
で
の
活
動
を

通
じ
て
、
参
加
者
た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
新
し
い
関
係

性
を
構
築
し
、
創
造
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
課
題
に
取
り

組
む
姿
勢
を
育
む
場
と
な
り
ま
し
た
。
仕
事
に
対
す
る

新
た
な
視
点
や
、
人
々
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
再

確
認
す
る
貴
重
な
機
会
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
か
ら
は
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
今
後
の
活

動
や
業
務
に
も
活
か
せ
る
と
の
前
向
き
な
感
想
が
多
く

聞
か
れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
大
き
な
成
功
を
収
め
ま
し
た
。

③
「
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
」
入
門 

特
別
セ
ミ
ナ
ー

八
月
十
九
日
（
月
）、「
こ
こ
滋
賀
」
二
階
「
近
江
牛

も
り
し
ま
寛
閑
観
」
に
て
、
当
会
会
員
猪
田 

久
也
氏 

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
）
を
講

師
に
、「
今
な
ら
ま
だ
間
に
合
う
！
「
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
」

入
門　

特
別
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
世
界
的

に
急
速
に
普
及
が
進
む
生
成
Ａ
Ｉ
は
日
本
の
中
小
企
業

に
も
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
の
か
、
百
社

を
超
え
る
企
業
を
見
て
き
た
Ａ
Ｉ
の
専
門
家
に
「
今
や

る
べ
き
こ
と
」
を
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ChatGPT
-4

を
使
用
し
て
ス
ー
パ
ー
の
チ
ラ
シ
か
ら

一
週
間
分
の
夕
食
の
献
立
を
作
成
す
る
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
や
、
適
切
な
プ
ロ
ン
プ
ト
を
使
う
こ
と
で

効
率
的
に
営
業
資
料
を
作
成
す
る
方
法
の
紹
介
な
ど
の

実
践
例
を
通
じ
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
そ

の
活
用
法
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
参
加
者
の
皆
様
に

お
伝
え
し
ま
し
た
。

共創対話プログラム

「生成AI活用」入門 特別セミナー

※
猪
田
氏
に
は
、
本
会
報
十
六
ペ
ー
ジ
「
投
稿

コ
ー
ナ
ー
」
に
も
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
倒
産

の
危
機
か
ら
奇
跡
の
大
逆
転
を
果
た
し
た
中
小

企
業
の
お
話
を
寄
稿
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
ち

ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。



300年以上続く私の生家

シャッター商店街化した彦根市銀座
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「
滋
賀
県
人
だ
か
ら
「
三
方
よ
し
」
の
精
神
で
」

と
口
に
さ
れ
る
人
が
い
ま
す
が
、
本
当
に
そ
の
意
味

を
理
解
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

私
が
こ
の
世
に
生
を
享
け
た
の
は
、
昭
和
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
真
っ
た
だ
中
。
正
村
家
の
嫡
男
と

し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
私
の
生
家
は
、
今
か
ら
三
百

年
以
上
前
の
享
保
三
年
に
創
業
し
た
近
江
商
人
を
引

き
継
ぐ
商
家
で
、
創
業
当
初
は
線
香
や
水
引
、
数
珠

を
商
い
、
ま
た
彦
根
城
主
井
伊
家
の
御
用
商
人
と
し

て
、
一
般
に
は
取
り
扱
い
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
紙
を

納
め
て
い
る
大
店
で
し
た
。
時
代
の
変
遷
に
伴
い
、

文
具
と
紙
へ
、
そ
し
て
現
在
は
事
務
機
器
を
扱
う
総

合
文
具
店
と
し
て
、
創
業
か
ら
変
わ
ら
ぬ
地
の
彦
根

市
銀
座
商
店
街
で
商
い
を
し
て
い
ま
す
。
私
は
そ
こ

の
十
代
目
の
跡
継
ぎ
と
し
て
生
ま
れ
た
わ
け
で
す
。

そ
ん
な
環
境
の
家
で
生
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
幼

少
の
こ
ろ
か
ら
意
味
も
分
か
ら
ず
八
代
目
の
祖
父
の

ひ
ざ
の
上
で
「
三
方
よ
し
」
の
話
を
聞
か
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
売
り
手
と
買
い
手
、
そ
し
て
地
域
の
三
方

に
と
っ
て
良
い
と
い
う
こ
と
で
、
売
る
方
は
利
益
を

得
る
。
お
客
様
は
安
く
良
い
品
を
手
に
し
て
喜
ば
れ

る
。
そ
の
商
い
が
地
域
に
何
ら
か
の
形
で
良
い
効
果

を
も
た
ら
す
。
こ
れ
が
近
江
商
人
が
口
に
す
る
「
三

方
よ
し
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
を
聞

か
さ
れ
て
も
、
子
供
心
に
そ
ん
な
こ
と
は
理
解
も
で

き
ず
、儲
か
っ
た
ら
い
い
ん
だ
と
い
う
〝
一
方
よ
し
〟

の
、
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
い
い
と
い
う
考
え
を
し
て

い
ま
し
た
。

我
が
家
は
滋
賀
銀
行
創
業
家
で
、
滋
賀
銀
行
の
筆

頭
株
主（
※
）
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
祖
父
は
、
店
の

目
の
前
に
あ
っ
た
滋
賀
銀
行
へ
、
朝
、
昼
、
夕
に
現

金
と
算
盤
片
手
に
日
課
の
よ
う
に
通
う
よ
う
な
根
っ

か
ら
近
江
商
人
で
し

た
。
非
常
に
豪
快
な
面

の
傍
ら
、
地
域
の
産
業

発
展
に
貢
献
し
た
と
し

て
藍
綬
褒
章
を
授
与
さ

れ
た
人
物
で
、
私
の
人

生
に
お
い
て
影
響
を
受

け
た
人
の
一
人
で
す
。

余
談
で
す
が
、
東
京
滋

賀
県
人
会
理
事
の
植
野

さ
ん
は
、
短
期
間
で
す

が
私
の
祖
父
の
も
と
で

ア
ル
バ
イ
ト
を
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

私
が
高
校
生
に
な
っ

た
あ
る
時
に
、
祖
父
か
ら
「
本
当
の
三
方
よ
し
っ
て

知
っ
て
い
る
か
」
と
言
わ
れ
、
そ
の
話
が
す
ご
く
記

憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

「
こ
の
三
方
よ
し
に
は
続
き
が
あ
っ
て
、
三
方
よ

し
が
う
ま
く
回
れ
ば
、
自
分
た
ち
（
売
り
手
）
の
存

在
価
値
を
認
識
し
て
も
ら
え
る
。
そ
の
価
値
こ
そ
が

何
代
も
継
続
し
て
い
く
近
江
商
法
の
要
因
で
あ
り
、

近
江
商
人
の
神
髄
で
あ
る
」

そ
う
聞
か
さ
れ
た
時
に
「
や
っ
ぱ
り
行
き
つ
く
と

こ
ろ
〝
一
方
よ
し
〟
だ
ね
」
と
笑
っ
て
い
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。

い
ま
私
は
東
京
で
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
大
学
を

卒
業
後
に
上
京
し
、
広
告
制
作
会
社
で
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
長
年
勤
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
独
立
し
て
広
告
制
作
な
ど
の
会
社
を
起
業
し

続
け
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
私
に
、
彦
根
で
続
い
て
い

る
商
店
の
十
代
目
は
ど
う
な
っ
た
か
と
か
、
な
ぜ
東

京
に
い
る
の
と
か
言
わ
れ
ま
す
。

十
数
年
前
に
他
界
し
た
九
代
目
で
あ
る
父
に
言
わ

れ
ま
し
た
。

「
彦
根
に
戻
っ
て
き
て
も
未
来
は
な
い
。
彦
根
で

は
商
売
が
続
か
な
い
し
、
続
け
な
く
て
い
い
。
故
郷

に
錦
な
ん
か
飾
ら
な
く
て
い
い
。
近
江
商
人
の
血
を

引
き
継
い
で
東
京
で
日
本
中
の
人
を
相
手
に
商
い
を

す
る
こ
と
が
、
本
当
の
親
孝
行
で
あ
る
」
と
。

シ
ャ
ッ
タ
ー
商
店
街
化
し
た
彦
根
の
街
を
憂
い
な

が
ら
言
わ
れ
た
父
の
言
葉
。
そ
の
言
葉
を
受
け
て
、

叔
父
に
十
代
目
の
相
続
権
を
譲
り
、
私
は
東
京
に
残

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

い
ま
東
京
で
会
社
の
経
営
者
を
し
て
い
る
私
で
す

が
、
社
長
と
し
て
の
根
本
は
、
近
江
商
人
の
血
で
あ

り
、
考
え
の
原
点
は
、
近
江
商
人
の
神
髄
に
あ
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

自
分
自
身
の
存
在
価
値
を
認
識
し
な
が
ら
、
人
口

千
四
百
万
人
の
東
京
で
生
き
抜
い
て
い
き
ま
す
。

（
※
）
中
日
新
聞
社
調
べ

近江商人の神髄
　　～シン三方よし～

株式会社セントラルベース 代表取締役
東京滋賀県人会 理事

正村　勲一
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奇
跡
の
大
逆
転
！ 

中
小
企
業
が
起
こ
し
た
売
上
１
２
０
％
達
成
の
秘
密

�

東
京
滋
賀
県
人
会
会
員
　
猪
田�

久
也

「
み
ん
な
よ
く
頑
張
っ
て
く

れ
た
！　

今
期
は
計
画
値
の

百
二
十
％
で
売
り
上
げ
大
幅
達

成
だ
！　

あ
り
が
と
う
！
」

二
〇
二
四
年
三
月
。
株
式
会

社
ネ
オ
テ
ッ
ク
の
社
長
、
佐
藤

誠
一
氏
が
上
期
末
の
全
体
会
議
で
発
し
た
言
葉
に
、
社
員
た
ち

の
顔
に
は
驚
き
と
喜
び
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
わ
ず

か
一
年
前
、こ
の
会
社
は
倒
産
の
危
機
に
瀕
し
て
い
た
の
で
す
。

ネ
オ
テ
ッ
ク
は
創
業
三
十
年
の
Ｉ
Ｔ
企
業
。
長
年
の
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
に
固
執
し
、
ト
レ
ン
ド
へ
の
対
応
が
遅
れ
、
若
手
人

材
の
確
保
に
も
苦
戦
。
業
績
は
年
々
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
ま
し
た
。「
こ
の
ま
ま
で
は
会
社
が
潰
れ
る
…
」
佐
藤
社
長

は
夜
も
眠
れ
ぬ
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

転　

機
そ
ん
な
中
、佐
藤
社
長
の
目
に
「
生
成
Ａ
Ｉ
」
と
い
う
フ
レ
ー

ズ
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
商
工
会
議
所
が
主
催
す
る
「
生

成
Ａ
Ｉ
セ
ミ
ナ
ー
」
に
半
信
半
疑
な
が
ら
参
加
し
た
佐
藤
社
長

は
、
そ
こ
で
衝
撃
的
な
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
。

「
生
成
Ａ
Ｉ
は
大
企
業
だ
け
の
も
の
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
中
小
企
業
こ
そ
、
そ
の
力
を
活
用
し
て
大
き
く
飛
躍
で
き

る
ん
で
す
！　

今
変
わ
れ
な
け
れ
ば
、
も
う
チ
ャ
ン
ス
は
来
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
！
」

講
師
の
言
葉
に
、
佐
藤
社
長
は
一
縷
の
望
み
を
見
出
す
と
と

も
に
強
い
危
機
感
を
覚
え
ま
し
た
。

宣
言
と
変
化

生
成
Ａ
Ｉ
導
入
を
決
意
し
た
佐
藤
社
長
。
社
員
た
ち
の
反
応

は
様
々
で
し
た
。「
Ａ
Ｉ
に
仕
事
を
奪
わ
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

…
」「
つ
い
て
い
け
る
だ
ろ
う
か.

…
」
不
安
の
声
が
上
が
る
一

方
で
、
若
手
社
員
か
ら
は
「
や
っ
と
社
長
も
気
づ
い
て
く
れ
た

ん
だ
！
」
と
い
う
声
も
。

佐
藤
社
長
は
決
意
表
明
を
し
ま
し
た
。「
Ａ
Ｉ
は
敵
で
は
な

く
、
最
強
の
味
方
に
な
っ
て
く
れ
る
。
一
緒
に
学
び
、
成
長
し

よ
う
！
」

専
門
家
を
招
い
て
、
導
入
か
ら
三
ヶ
月
。
社
員
た
ち
は
徐
々

に
生
成
Ａ
Ｉ
に
慣
れ
始
め
、そ
の
威
力
を
実
感
し
始
め
ま
し
た
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
門
で
は
、
精
度
の
高
い
ペ
ル
ソ
ナ
設

定
で
効
果
的
な
販
促
戦
略
を
立
案
。
営
業
部
門
で
は
、
Ａ
Ｉ

ロ
ー
プ
レ
（
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
）
で
実
践
力
を
磨
き
、
受
注
率
が

十
五
％
ア
ッ
プ
。
開
発
部
門
で
は
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
コ
ー
ド
生
成

で
開
発
ス
ピ
ー
ド
が
平
均
二
週
間
短
縮
。

特
筆
す
べ
き
は
人
事
部
門
で
の
活
用
で
し
た
。
Ａ
Ｉ
を

駆
使
し
、
個
々
の
社
員
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ
れ
た
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
し
た
の
で
す
。「
Ａ
Ｉ
が

提
案
し
て
く
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
自
分
の
成
長
曲
線
に

ぴ
っ
た
り
な
ん
で
す
！
」社
員
た
ち
の
声
も
上
々
で
し
た
。

そ
し
て
、
何
よ
り
大
き
な
変
化
は
社
員
た
ち
の
意
識
で

し
た
。

「
Ａ
Ｉ
の
お
か
げ
で
仕
事
が
効
率
化
で
き
た
だ
け
じ
ゃ

な
く
、『
そ
ん
な
手
が
あ
っ
た
か
！
』
み
た
い
な
思
い
つ

か
な
い
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
が
得
ら
れ
る
ん
で
す
！
」

「
Ａ
Ｉ
と
一
緒
に
仕
事
を
す
る
と
、
自
分
の
言
語
化
力

と
思
考
力
が
び
っ
く
り
す
る
く
ら
い
高
ま
る
ん
で
す
。
こ

ん
な
こ
と
感
じ
た
の
は
初
め
て
で
す
よ
！
」

社
員
た
ち
の
目
は
輝
き
、
職
場
に
は
活
気
が
溢
れ
て
い

ま
し
た
。

奇
跡
の
瞬
間

そ
し
て
迎
え
た
上
半
期
末
。
予
想
を
遥
か
に
上
回
る

百
二
十
％
の
売
上
達
成
。
新
規
顧
客
獲
得
数
は
過
去
最
高
を
記

録
。
課
題
だ
っ
た
離
職
率
は
ゼ
ロ
。
残
業
時
間
も
大
幅
に
減
り
、

社
員
の
満
足
度
も
上
々
で
す
。

佐
藤
社
長
は
全
社
員
の
前
で
涙
な
が
ら
に
語
り
ま
し
た
。「
Ａ

Ｉ
は
確
か
に
凄
い
。
で
も
、
そ
れ
を
使
い
こ
な
し
、
新
し
い
価

値
を
生
み
出
し
た
の
は
、み
な
さ
ん
一
人
一
人
で
す
。ネ
オ
テ
ッ

ク
の
誇
り
で
す
！
」

今
、
多
く
の
中
小
企
業
が
生
成
Ａ
Ｉ
と
い
う
力
強
い
味
方
を

得
て
、
大
き
く
飛
躍
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
次
の
主
人
公
は

あ
な
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
第
一
歩
を
踏
み
出
す
勇
気
さ
え
あ

れ
ば
。

※
本
文
中
の
企
業
名
・
人
名
は
仮
称
と
し
て
い
ま
す
。

猪田 久也氏
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「
十
六
歳
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
」が
愛
し
た
琵
琶
湖

　
�

東
京
滋
賀
県
人
会
会
員
　
毎
日
新
聞
論
説
委
員
　
小
倉�

孝
保

滋
賀
県
は
山
崎
ま
さ
よ
し
さ

ん
や
西
川
貴
教
さ
ん
ら
多
く

の
音
楽
家
を
輩
出
し
て
い
る
。

「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
生
ま
れ
変

わ
り
」
と
将
来
を
嘱
望
さ
れ
な

が
ら
、
十
六
歳
で
早
世
し
た
少

年
作
曲
家
、
加
藤
旭
さ
ん
も
県
と
の
ゆ
か
り
は
深
い
。

生
ま
れ
た
の
は
一
九
九
九
年
十
月
十
日
、
母
希
さ
ん
の
実
家

（
滋
賀
県
彦
根
市
）
近
く
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
だ
っ
た
。
育
っ
た
の

は
神
奈
川
県
で
あ
る
。

幼
い
こ
ろ
か
ら
た
び
た
び
祖
父
母
を
訪
ね
、
琵
琶
湖
で
湖
水

浴
を
楽
し
ん
だ
。
家
族
で
大
型
観
光
船「
ミ
シ
ガ
ン
」に
も
乗
っ

て
い
る
。

ピ
ア
ノ
を
習
い
始
め
た
の
は
三
歳
だ
っ
た
。
祖
父
母
宅
で
ピ

ア
ノ
遊
び
を
し
て
い
る
姿
が
楽
し
そ
う
だ
っ
た
た
め
、
希
さ
ん

が
「
習
い
た
い
？
」
と
聞
く
と
、素
直
に
「
う
ん
」
と
答
え
た
。

特
別
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
て
い
な
い
の
に
、
し
ば
ら
く

す
る
と
五
線
譜
に
音
符
を
並
べ
る
よ
う
に
な
る
。
雨
の
音
や
鳥

の
さ
え
ず
り
を
聴
い
て
は
曲
に
し
た
。
作
っ
た
曲
は
小
学
校
に

入
学
す
る
時
点
で
四
百
二
十
七
作
に
な
っ
た
。

中
学
で
ピ
ア
ノ
を
指
導
し
た
三
谷
温
さ
ん
は
そ
の
才
能
を
こ

う
評
す
る
。

「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
や
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
な
ど
、
幼
い
こ
ろ

か
ら
才
能
を
開
花
さ
せ
神
童
と
呼
ば
れ
た
作
曲
家
が
い
ま
す
。

そ
う
し
た
作
曲
家
が
五
、六
歳
の
時
に
書
い
た
曲
を
色
々
と
見

て
き
ま
し
た
。
彼
ら
と
比
べ
て
も
、
旭
さ
ん
の
曲
は
素
晴
ら
し

い
」誰

に
教
わ
る
で
も
な
く
、
自
由
に
音
符
を
並
べ
て
い
る
。
そ

の
た
め
楽
曲
に
は
、
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
不
思
議
な
魅
力

が
宿
っ
た
。

「
弾
い
て
い
る
う
ち
に
引
き
込
ま
れ
、
夢
中
に
な
る
。
大
げ

さ
で
は
な
く
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
以
上
の
才
能
だ
と
思
い
ま
し
た
。

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
場
合
、
父
の
影
響
で
作
曲
を
し
た
。
一
方
、

旭
さ
ん
は
、
お
絵
か
き
を
す
る
よ
う
に
音
符
を
書
い
て
曲
に
し

た
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
以
上
と
言
え
ま
す
」

そ
の
旭
さ
ん
が
体
調
の
変
化
に
気
付
い
た
の
は
二
〇
一
三

年
、
栄
光
学
園
（
鎌
倉
市
）
中
学
校
二
年
生
の
秋
で
あ
る
。
脳

腫
瘍
だ
っ
た
。
そ
の
直
前
の
夏
休
み
に
は
、
甲
子
園
球
場
（
兵

庫
県
西
宮
市
）
の
ア
ル
プ
ス
席
で
母
の
出
身
校
・
彦
根
東
高
を

応
援
し
て
い
る
。

手
術
を
受
け
、
い
っ
た
ん
回
復
し
た
も
の
の
再
発
。
抗
が
ん

剤
と
放
射
線
に
よ
る
治
療
で
体
力
は
衰
え
た
。
が
ん
の
転
移
で

車
椅
子
生
活
と
な
り
、
目
も
見
え
な
く
な
っ
た
。
繰
り
返
し
手

術
を
受
け
、
作
曲
か
ら
も
離
れ
た
。

い
よ
い
よ
命
の
火
が
消
え
か
け
た
と
き
、
旭
さ
ん
が
挑
ん
だ

の
は
作
曲
だ
っ
た
。「
病
気
の
子
、
つ
ら
い
環
境
に
い
る
子
を

励
ま
す
曲
が
作
り
た
い
」。
自
分
の
こ
と
で
精
い
っ
ぱ
い
の
は

ず
な
の
に
、
他
者
の
幸
せ
を
願
っ
た
。

手
探
り
で
キ
ー
ボ
ー
ド
を
た
た
い
て
曲
を
作
る
。
命
の
時
計

は
刻
々
と
残
り
時
間
を
削
っ
て
い
く
。
一
五
年
の
秋
か
ら
暮
れ

に
か
け
、書
き
上
げ
た
の
が
「A

 ray of light　

一
筋
の
希
望
」

「
湖
の
ほ
と
り
」「
船
旅
」
の
三
曲
だ
っ
た
。

旭
さ
ん
は
そ
の
年
の
終
わ
り
、
家
族
で
彦
根
に
帰
省
し
、
湖

畔
で
波
の
音
を
聴
い
た
。
視
力
を
失
っ
た
少
年
に
と
っ
て
、
琵

琶
湖
の
波
は
記
憶
を
呼
び
覚
ま
し
て
く
れ
る
音
だ
っ
た
。

一
六
年
五
月
二
十
日
、
旭
さ
ん
は
自
作
「
船
旅
」
が
流
れ
る

病
室
で
永
遠
の
眠
り
に
つ
い
た
。
二
枚
目
の
Ｃ
Ｄ
「
光
の
み
ず

う
み
」
が
出
来
上
が
っ
た
の
は
そ
の
前
日
で
あ
る
。

今
、
一
般
社
団
法
人
「
旭
く
ん
光
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
公

演
会
を
開
い
た
り
、旭
さ
ん
の
Ｃ
Ｄ
を
販
売
し
た
り
し
て
い
る
。

旭
さ
ん
に
つ
い
て
知
る
に
は
拙
著
『
十
六
歳
の
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト　

天
才
作
曲
家
・
加
藤
旭
が
遺
し
た
も
の
』（K

A
D

O
K

A
W

A

）

が
あ
る
。

小倉 孝保氏

加藤　旭さん
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日
本
橋
の
滋
賀
県
情
報
発
信
拠
点
「
こ
こ
滋

賀
」
は
、
令
和
六
年
十
月
二
九
日
（
火
）
に
七

周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
平
成

二
十
九
年
の
開
館
以
来
、
東
京
滋
賀
県
人
会
の

皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
か
ら
ご
支
援

を
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
記
事
で
は
、
そ
ん
な
「
こ
こ
滋
賀
」
の

こ
れ
ま
で
の
取
組
や
今
後
の
予
定
な
ど
に
つ
い

て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

二
〇
二
四
年
本
屋
大
賞
が
四
月
十
日
（
水
）

に
発
表
さ
れ
、
滋
賀
県
在
住
の
宮
島
未
奈
さ
ん

が
書
か
れ
た
、
滋
賀
県
が
舞
台
と
な
っ
て
い
る

小
説
『
成
瀬
は
天
下
を
取
り
に
い
く
』
が
見
事

大
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
！

　
「
こ
こ
滋
賀
」
で
は
受
賞
を
記
念
し
た
書
籍

の
特
別
販
売
や
受
賞
作
品
の
サ
イ
ン
本
な
ど
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
「
こ
こ
滋
賀
」
オ
リ
ジ
ナ

ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。 

ま
た
、

永
代
通
り
側
の
ガ
ラ
ス
面
に
小
説
の
主
人
公

「
成
瀬
あ
か
り
」
の
パ
ネ
ル
装
飾
を
実
施
し
て

成
瀬
ジ
ャ
ッ
ク
を
行
い
、
新
聞
や
週
刊
誌
に
掲

載
さ
れ
た
ほ
か
、
周
辺
を
ご
通
行
の
方
も
足
を

止
め
て
写
真
を
撮
ら
れ
る
な
ど
関
心
を
も
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
こ
こ
滋
賀
」
で
は
、
滋
賀
へ
の
旅
行
を
後
押
し
す

る
た
め
の
特
別
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
こ
こ
滋
賀
旅
行
割
」

を
実
施
中
で
す
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、「
こ
こ
滋

賀
」
を
通
じ
て
滋
賀
県
旅
行
を
申
し
込
ん
だ
方
を
対
象

に
、
令
和
七
年
三
月
末
ま
で
割
引
を
提
供
し
ま
す
。

　

滋
賀
県
北
部
の
長
浜
市
、
高
島
市
、
米
原
市
に
一
泊

以
上
宿
泊
さ
れ
る
場
合
、
最
大
一
万
円
の
割
引
が
適
用

さ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
北
部
三
市
以
外
に
一
泊
以
上
宿

泊
さ
れ
る
場
合
に
も
、
最
大
五
千
円
の
割
引
と
「
こ
こ

滋
賀
」
一
階
の
商
品
券
千
円
分
が
提
供
さ
れ
る
大
変
お

得
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
（
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終

了
）。

　

当
該
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
ご
活
用
い
た
だ
き
、
季
節
毎

に
魅
力
満
載
の
滋
賀
を
ぜ
ひ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

問
合
わ
せ
先
：
日
本
旅
行 

東
京
電
話
予
約
セ
ン
タ
ー

電
話
：
〇
三

－

六
七
〇
四

－

八
七
〇
四

「
こ
こ
滋
賀
」成
瀬
ジ
ャ
ッ
ク
！

開館７周年を迎える「ここ滋賀」
これからもよろしくお願いします！

全国書店員が選んだ
いちばん！
売りたい本

滋
賀
県
が
舞
台
の
小
説

本
屋
大
賞
を
受
賞

最
大 

一
万
円
　
割
引
！

　
　「
こ
こ
滋
賀
旅
行
割
」
で

　
　
　
　
　
特
別
な
旅
を
実
現
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滋
賀
の
美
味
を
楽
し
む
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
で
、
日
本
橋
の

街
並
み
を
一
望
し
な
が
ら
贅
沢
な
ひ
と
と
き
を
提
供
す
る

「
琵
琶
ガ
ー
デ
ン
」。
壁
面
の
緑
化
や
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
設

置
な
ど
テ
ラ
ス
の
環
境
改
善
に
も
取
り
組
み
、
今
年
度
も

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
琵
琶
ガ
ー
デ
ン
」
で
は
、滋
賀
県
産
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー

ル
や
、「
こ
こ
滋
賀
」
二
階
の
「
近
江
牛
も
り
し
ま 
寛
閑

観
（
か
ん
か
ん
か
ん
）
こ
こ
滋
賀
」
が
提
供
す
る
、
近
江

牛
の
サ
イ
コ
ロ
ス
テ
ー
キ
や
コ
ロ
ッ
ケ
、
牛
串
の
他
、
特

産
品
の
赤
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
続
く
残
暑
を
吹
き
飛
ば
す
、
滋
賀
の
美
味
と

涼
や
か
な
風
を
存
分
に
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
「
琵
琶

ガ
ー
デ
ン
」
で
、
素
敵
な
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。

問
合
わ
せ
先
・
ご
予
約
：
二
階
レ
ス
ト
ラ
ン

電
話
：
〇
三

－

六
二
八
一

－

九
八
七
二

　
「
こ
こ
滋
賀
」
の
開
館
七
周
年
を
記
念
し
、

滋
賀
県
北
部
地
域
（
長
浜
市
、
高
島
市
、
米
原

市
）の
様
々
な
魅
力
を
発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト「
北

琵
琶
湖
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

十
月
二
六
日
（
土
）
に
は
、「
こ
こ
滋
賀
」

横
の
屋
外
ス
ペ
ー
ス
で
、
北
部
地
域
三
市
の
魅

力
を
発
信
す
る
多
彩
な
ブ
ー
ス
が
出
店
。
メ
イ

ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
滋
賀
県
出
身
の
落
語
家 

三

遊
亭
わ
ん
丈
さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
＆
ミ

ニ
落
語
会
、
長
浜
市
西
浅
井
町
で
農
業
を
面
白

く
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
伝
え
る
活
動
を
さ
れ
て
い
る

「O
N

E SLA
SH

」
に
よ
る
炊
飯
イ
ベ
ン
ト
も

実
施
し
ま
す
。

　「
琵ビ

琶ワ

ガ
ー
デ
ン
」

開
館
記
念
イ
ベ
ン
ト

　「
北
琵
琶
湖
ま
つ
り
」

　
　
十
月
に
開
催
！

絶
景
屋
上
テ
ラ
ス
で

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を
楽
し
む

「北琵琶湖まつり」昨年度の様子。「大河ドラマ」パネル展示

北部地域三市の魅力を発信するブースを出店予定

　

他
に
も
、
十
月
中
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
フ
ェ

ア
や
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
期
間
限
定
メ
ニ
ュ
ー
の

提
供
を
実
施
。
さ
ら
に
、
十
月
十
九
日
（
土
）、

二
〇
日
（
日
）
に
は
、
長
浜
市
で
湖
北
伝
統
の

食
文
化
や
暮
ら
し
の
伝
承
に
取
り
組
む
女
性
グ

ル
ー
プ
「T

sunagu

」
に
よ
る
発
酵
食
の
魅

力
に
迫
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。「
こ

こ
滋
賀
」
で
北
の
近
江
の
魅
力
を
ご
堪
能
く
だ

さ
い
。

　

日
々
の
運
営
に
併
せ
て
、
滋
賀
県
の
魅
力
を

発
信
す
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
等
も
実
施
し
て
い

る
「
こ
こ
滋
賀
」。「
こ
こ
滋
賀
」
で
は
こ
れ
か

ら
も
、
滋
賀
県
の
特
産
品
、
美
味
し
い
地
酒
、

お
料
理
、
イ
ベ
ン
ト
や
旅
の
案
内
な
ど
を
と
お

し
て
、
首
都
圏
の
皆
さ
ん
に
滋
賀
県
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
き
ま
す
。
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カメラで巡るカメラで巡る

森岡　進一（近江八幡市出身）

滋賀県の国宝建造物を訪ねる旅滋賀県の国宝建造物を訪ねる旅（後編）（後編）

琵
琶
湖
の
東
岸
に
南
北
に
連
な
る
鈴
鹿
山
脈
、
そ
の
山
腹
に｢

湖
東
三
山
」

と
呼
ば
れ
る
天
台
宗
の
三
寺
が
点
在
し
ま
す
。
こ
こ
は
日
本
紅
葉
の
名
所
百
選

に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
一
番
北
側
に
位
置
す
る
西
明
寺
、
真
ん
中
が
金
剛
輪

寺
、
南
が
百
済
寺
で
、
西
明
寺
と
金
剛
輪
寺
に
は
そ
れ
ぞ
れ
中
世
の
本
堂
・
三

重
塔
・
二
天
門
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
西
明
寺
は
龍
應
山
と
号
し
、
琵
琶
湖
の

東
岸
に
あ
る
竜
神
が
棲
む
と
信
じ
ら
れ
た
山
に
、
８
３
４
年
仁
明
天
皇
の
勅
願

寺
と
し
て
、
三

さ
ん
し
ゅ
う
し
ょ
う
に
ん

修
上
人
が
開
山
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
寺
で
す
。
境
内
の
西
側
に

池
が
あ
り
池
寺
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
控
え
め
な
山
門
を
潜
り
、
庭
園
を
抜

け
る
と｢

二
天
門
（
重
文
）」
が
立
っ
て
い
ま
す
。
国
宝
「
本
堂｣

は
、
当
寺

の
建
造
物
の
中
で
も
最
も
建
立
時
代
の
古
い
も
の
で
す
。
当
初
５
間
堂
と
し
て

建
立
し
た
建
物
を
、
室
町
時
代
の
前
期
に
７
間
堂
に
拡
張
し
た
建
築
手
法
は
実

に
見
事
で
す
。
檜
皮
葺
の
屋
根
を
持
っ
た
優
美
な
佇
ま
い
の
本
堂
に
は
、
本
尊

「
薬
師
如
来
立
像
（
重
文
）」
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
水
を
司
る
竜
神
へ
の
信
仰

が
こ
の
古
刹
と
村
人
と
を
強
い
絆
で
結
ん
で
い
ま
し
た
。
国
宝｢

三
重
塔｣

と

共
に
、
１
５
７
１
年
の
織
田
信
長
の
焼
き
討
ち
か
ら
、
村
人
達
が
決
死
の
思
い

１
６
０
０
年
関
ケ
原
の
合
戦
後
に
、
井
伊
直
政
が
戦
功
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た

石
田
三
成
の
旧
城
佐
和
山
城
に
入
城
し
、
琵
琶
湖
畔
の
磯
山
の
地
に
城
を
築
こ
う

と
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
直
政
が
亡
く
な
り
、
父
の
遺
志
を
継
い
だ
井
伊
直

継
が
、
彦
根
山
（
現
在
の
金
亀
山
）
を
城
地
と
定
め
、
１
６
０
６
年
に
天
守
な
ど

主
要
部
分
を
完
成
さ
せ
た
井
伊
家
代
々
の
居
城
で
、
廃
城
令
も
戦
災
も
免
れ
、
国

宝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
宝｢

天
守
」
は
、
牛
蒡
積
と
呼
ば
れ
る
自
然
石
を

使
い
重
心
が
内
下
に
向
く
よ
う
に
作
ら
れ
た
強
固
な
造
り
の
石
垣
の
上
に
建
て
ら

れ
、
３
階
建
て
、
高
さ
石
垣
を
合
わ
せ
て
約
23
ｍ
、
破は

風ふ

と
呼
ば
れ
る
飾
り
屋
根

の
数
は
18
あ
っ
て
日
本
一
で
す
。
壁
、
軒
裏
、
破
風
を
漆
喰
で
塗
り
込
め
、
金
箔

を
押
し
た
錺

か
ざ
り

金
具
や
黒
漆
を
多
用
す
る
な
ど
華
麗
な
意
匠
が
特
徴
で
す
。
実
は
こ

の
天
守
、
元
は
関
ケ
原
の
戦
い
の
前
に
京
極
高
次
が
籠
城
し
て
西
軍
約
１
万
５
千

人
の
兵
を
足
止
め
し
た
大
津
城
の
天
守
で
、
東
軍
勝
利
の
影
の
功
労
者｢

落
ち
な

か
っ
た
目
出
度
い
天
守｣

と
讃
え
た
徳
川
家
康
が
、
彦
根
の
新
し
い
城
に
移
築
す

る
様
に
命
じ
た
と
さ
れ
ま
す
。
当
時
は
他
の
城
の
部
材
を
リ
ユ
ー
ス
し
て
新
し
い

城
を
築
く
こ
と
は
一
般
的
な
こ
と
で

し
た
。｢

二
の
丸
佐
和
口
多
聞
櫓
（
重

文
）｣

は
、
佐
和
山
城
か
ら
移
築
さ
れ

た
も
の
で
す
。「
馬
屋
（
重
文
）｣

は
、

二
の
丸
佐
和
口
門
の
内
に
入
っ
た
所

に
あ
り
、
城
郭
の
馬
屋
の
現
存
遺
構

は
他
に
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。｢

天
秤

櫓
（
重
文
）｣
は
、
長
浜
城
大
手
門
を

移
築
し
た
と
云
わ
れ
、
廊
下
橋
を
中

心
に
左
右
対
象
に
櫓
が
並
び
立
つ
姿

が
天
秤
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の

名
が
付
き
ま
し
た
。
こ
の
櫓
の
形
は

彦
根
城
だ
け
と
云
わ
れ
ま
す
。｢
太
鼓

門
及
び
続
櫓
（
重
文
）｣

は
、
本
丸
表

口
を
固
め
る
勇
壮
な
迫
力
を
感
じ
さ

せ
る
楼
門
で
、
城
中
合
図
の
太
鼓
を

置
い
た
こ
と
か
ら
名
が
付
き
ま
し
た
。

彦
根
寺
楼
門
が
移
築
さ
れ
た
と
も
、

彦
根
城
天
守
、
附
櫓
及
び
多
聞
櫓
（
所
在
地
：
彦
根
市
金
亀
町
）（
時
代
：
桃
山
）（
構

造
形
式
：
天
守 

三
重
三
階
、
地
下
階
段
室
・
玄

関
付
、
本
瓦
葺
）（
国
宝
指
定
：
１
９
５
２
年
）

西
明
寺
本
堂
（
所
在
地
：
犬
上
郡
甲
良
町
大
字
池
寺
）（
時
代
：
鎌
倉
前
期
）（
構
造
形
式
：

桁
行
七
間･

梁
間
七
間･

一
重･

入
母
屋
造･

向
拝
三
間･

檜
皮
葺
）（
国
宝
指

定
：
１
９
５
２
年
）

佐
和
山
城
か
長
浜
城
の
城
門
を
移
築
し
た
と
云
う
説
も
あ
り
ま
す
。｢

西
の
丸

三
重
櫓
及
び
続
櫓
（
重
文
）」
は
、
文
庫
が
立
ち
並
ん
で
い
た
所
で
す
が
、
今
は

桜
が
植
え
ら
れ
春
は
花
見
客
で
賑
わ
い
ま
す
。
彦
根
城
は
、
１
９
９
２
年
に
世

界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
化
庁
は
、
２
０
２
３
年
か
ら

導
入
さ
れ
た
、
ユ
ネ
ス
コ
の
諮
問
機
関
イ
コ
モ
ス
か
ら
技
術
的
専
門
的
な
助
言

を
受
け
る
制
度｢

事
前
評
価｣

を
、彦
根
城
に
つ
い
て
活
用
す
る
こ
と
を
発
表
し
、

ユ
ネ
ス
コ
に｢

事
前
評
価｣

を
申
請
し
ま
し
た
。
２
０
２
４
年
10
月
１
日
に
評

価
結
果
が
通
知
さ
れ
ま
す
。
井
伊
家
35
万
石
の
彦
根
城
、
築
城
か
ら
４
０
０
年

以
上
た
っ
た
今

も
天
守
も
石
垣 

も
当
時
の
姿
を 

留
め
て
い
ま
す
。 

「
世
界
遺
産｣

へ
、 

思
い
を
一
つ
に

皆
で
目
指
し
ま

し
ょ
う
！



金剛輪寺本堂

苗村神社西本殿

二天門三重塔

楼門東本殿

西明寺三重塔
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本
堂
の
南
に
建
つ
高
さ
23
・
７
ｍ
の
国
宝｢

三
重
塔｣

は
、

こ
の
場
所
に
相
応
し
い
檜
皮
葺
の
屋
根
を
持
っ
た
優
美
な
佇
ま

い
で
す
。
内
部
は
壁
か
ら
柱
、
天
井
に
至
る
ま
で
法
華
経
の
教

え
が
極
彩
色
で
描
か
れ
、
中

央
に
は
「
金
剛
界
大
日
如
来

坐
像
」
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
春
と
秋
に
は
内
部
が
公

開
さ
れ
て
い
ま
す
。
塔
の
奥

の
山
中
に
石
枠
に
囲
ま
れ
て

立
つ｢

宝
塔
（
重
文
）」
は
、
鎌

倉
時
代
の
整
美
な
石
塔
で
す
。

７
４
１
年
聖
武
天
皇
の
勅
願
で
、
行
基
の
開
山
に
よ
る
と
伝

え
ら
れ
る
寺
で
、
長
い
参
道
を
歩
き
急
な
階
段
を
上
る
と
、
両

側
に
大
き
な
草
履
の
下
が
る｢

二
天
門｣

（
重
文
）｣

が
立
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
門
の
間
か
ら
見
ら
れ
る
国
宝｢

本
堂｣

は
、
雄

大
な
眺
め
で
す
。
歴
史
に
残
る
文
永
弘
安
の
役
（
元
寇
）
で
は
、

鎌
倉
幕
府
執
権
の
北
条
時
宗
が
近
江
守
護
職
佐
々
木
頼
綱
に
命

じ
て
、
近
江
国
中
の
寺
社
に
、
元
寇
降
伏
の
祈
願
を
さ
せ
ま
し

た
。
当
山
長
老
覚
賢
は
、
衆
僧
を
励
ま
し
大
祈
祷
を
し
た
と
こ

ろ
、
元
軍
は
大
敗
し
、
時
宗
は
凱
歌
を
揚
げ
日
本
国
中
安
堵
し

ま
し
た
。
頼
綱
は
、
１
２
８
８
年
に
当
山
本
堂
大
悲
閣
以
下
を

再
興
し
て
、
観
音
様
の
霊
験
に
感
謝
し
ま
し
た
。
元
寇
に
勝
利

し
建
て
ら
れ
た
誇
ら
し
げ
な
佇
ま
い
で
す
。
本
尊｢

聖
観
世
音

菩
薩｣

は
、
行
基
が
作
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
本
堂

に
先
立
っ
て
建
立
さ
れ
た
、待
龍
塔
と
呼
ば
れ
る｢

三
重
塔
（
重

文
）｣

は
、
近
江
で
は
最
古
の
木
造
の
塔
で
、
下
か
ら
見
上
げ

る
と
精
緻
に
木
が
組
ま
れ
て
い
る
の
が
、
は
っ
き
り
と
見
て
取

れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
１
５
７
３
年
の
織
田
信
長
の
焼
討
ち
を
免

れ
た
鎌
倉
時
代
建
立
の
建
造
物
で
す
。
秋
も
深
ま
る
頃
に
は
、

｢

血
染
め
の
も
み
じ｣

と
呼
ば
れ
る
程
の
濃
赤
色
の
紅
葉
が
、

境
内
を
染
め
ま
す
。

滋
賀
県
に
は
鎌
倉
時
代
末
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の
流
造

の
小
社
殿
が
特
に
多
く｢

西
本
殿｣

は
そ
の
代
表
と
し
て
国
宝

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
蒲
生
郡
竜
王
町
に
あ
る
延
喜
式
に
も
見

え
る
古
社
の
苗
村
神
社
は
、ほ
ぼ
竜
王
町
全
域
と
近
江
八
幡
市
・

東
近
江
市
の
一
部
に
あ
た
る
33
か
村
の
総
社
で
、
古
く
か
ら
栄

え
た
場
所
に
あ
り
、
県
道
を
挟
ん
で
東
に
あ
る
東
本
宮
、
西
に

あ
る
西
本
宮
と
境
内
は
分
か
れ
て
い
ま
す
。
東
本
宮
は
、
産
土

の
神
で
あ
る
那な

む

ら
牟
羅
彦ひ

こ
の
か
み神、那な

む

ら
牟
羅
姫ひ

め
の
か
み神を

祀
る｢

東
本
殿
（
重

文
）｣

が
あ
り
、
境
内
に
は
古
墳
時
代
の
円
墳
15
基
が
残
っ
て

い
ま
す
。
西
本
宮
は
、
国

く
に
の
さ
つ
ち
の
み
こ
と

狭
槌
尊
を
祀
る
国
宝｢

西
本
殿｣

が

あ
り
、
そ
の
左
右
に｢

境
内
社
八
幡
社
本
殿
（
重
文
）｣｢

境
内

社
十
禅
師
社
本
殿
（
重
文
）｣

や
、｢

楼
門
（
重
文
）｣｢

神
輿
庫

（
重
文
）｣

が
あ
り
ま
す
。
も
と
も
と
長な

む
ら寸

神
社
と
呼
ん
だ
東
が

先
で
後
の
時
代
に
西
が
出
来
ま
し
た
。
神
社
の
北
西
の
水
田
の

一
角
に
石
造
り
の｢

八
幡
神
社
宝
塔
（
重
文
）｣

が
あ
り
ま
す
。

苗
村
神
社
は
、４
月
20
日
の
例
祭
と
は
別
に
、33
年
に
一
度
「
式

年
大
祭
」
と
い
う
祭
り
が
あ
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
２
０
１
４
年
10
月
に
14
回
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

西
明
寺
三
重
塔
（
所
在
地
：
犬
上
郡
甲
良
町
大
字
池
寺
）（
時
代
：
鎌
倉

後
期
）（
構
造
形
式
：
三
間
三
重
塔
婆
・
檜
皮
葺
）（
国

宝
指
定
：
１
９
５
２
年
）

金
剛
輪
寺
本
堂
（
所
在
地
：
愛
知
郡
愛
荘
町
大
字
松
尾
寺
）（
時
代
：
室

町
前
期
）（
構
造
形
式：桁
行
七
間
、
梁
間
七
間
、
一
重
、

入
母
屋
造
、
檜
皮
葺
）（
国
宝
指
定
：
１
９
５
２
年
）（
附
指
定
：
厨
子
１
基
）

苗な

村む
ら
神じ
ん
社じ
ゃ
西に
し
本ほ
ん
殿で
ん

（
所
在
地
：
蒲
生
郡
竜
王
町
大
字
綾
戸
）（
時
代
：

鎌
倉
後
期
）（
構
造
形
式
：
三
間
社
流
造
、
向
拝
一

間
、
檜
皮
葺
）（
国
宝
指
定
：
１
９
５
５
年
）（
附
指
定
：
厨
子
１
基
、
棟
札
１
枚
）

で
守
っ
た
伽
藍
に
は
、
多
く
の
仏
像
と
共
に
人
々
の
深
い
祈
り

が
静
か
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。
秋
に
は
約
千
本
の
紅
葉
が
境
内

を
染
め
、
ま
た
９
月
上
旬
に
な
る
と
冬
咲
き
の
桜｢

不
断
桜｣

が
咲
き
始
め
11
月
に
は
見
頃
を
迎
え
ま
す
。
２
０
１
５
年
米
国

の
ニ
ュ
ー
ス
専
門
放
送
局
Ｃ
Ｎ
Ｎ
の
ウ
ェ
ブ
特
集
に
お
い
て
厳

島
神
社
や
金
閣
寺
と
並
び｢

最
も
美
し
い
場
所
31
選｣

に
選
ば

れ
た
、
日
本
の
代
表
的
な
古
刹
で
す
。

西明寺本堂

本堂と三重塔

二天門



拝殿

大笹原神社本殿

22 •

野
洲
市
に
あ
る
大
笹
原
神
社
は
、
須す

さ
の
お
の
み
こ
と

佐
之
男
命
と
そ
の
妻
の

櫛く
し
な
だ
ひ
め
の
み
こ
と

稲
田
姫
命
ほ
か
の
五
神
を
祀
っ
て
い
ま
す
。
創
建
は
不
明
で

す
が
、
９
８
６
年
越お

ち
の
も
ろ
ざ
ね

知
諸
実
が
社
領
を
寄
進
し
造
営
さ
れ
た

も
の
と
云
わ
れ
ま
す
。
国
宝｢

本
殿｣

は
、
社
伝
に
よ
る
と

１
４
１
４
年
岩
倉
城
主
馬ま

淵ぶ
ち

広ひ
ろ

定さ
だ

が
現
在
の
社
殿
を
再
建
し
た

と
あ
り
ま
す
。小
規
模
な
本
殿
で
す
が
細
部
の
手
法
が
優
秀
で
、

欄
間
や
戸
等
の
意
匠
も
美
し
く
中
世
の
神
社
建
築
と
し
て
最
も

傑
作
の
一
つ
と
云
わ
れ
ま
す
。周
辺
で
は
良
質
の
糯
米
が
採
れ
、

鏡
餅
発
祥
の
由
来
か
ら
、
鏡
餅
の
元
祖
を
祀
っ
た｢

鏡
の
宮｣

が｢

境
内
社
篠
原
神
社
本
殿
（
重
文
）｣ 

と
し
て
建
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
も
良
質
の
オ
ブ
ラ
ー
ト
（
紙
餅
）
は
、
こ
の
地
の

糯
米
で
作
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
本
殿
右
に
は
寄よ

る

倍べ

の
池
が
あ
り
、
鬱
蒼

と
し
た
森
の
中
、
こ

こ
だ
け
が
空
気
感
が

違
う
よ
う
で
す
。

御
上
神
社
は｢

延
喜
式｣

に
記
載
が
あ
る
古
社
で
、
野
洲
川

常
楽
寺
は
、
延
暦
寺
に
属
す
る
天
台
宗
寺
院
で
、
良
弁
が
開

い
た
と
伝
わ
る
古
刹
で
す
。
阿
星
山
の
北
麓
に
あ
り
通
称｢

西
寺
」

国
宝｢

本
堂｣

の
後
方
の
高
台
に
は
、
高
さ
22
・
８
ｍ
の
国

宝｢

三
重
塔｣

が
聳
え
て
い
ま
す
。
屋
根
を
支
え
る
垂
木
が
美
し

い
ラ
イ
ン
を
描
き
樹
々
に
囲
ま
れ
自
然
と
の
調
和
は
実
に
見
事
で

大お
お
笹さ
さ
原は
ら
神じ
ん
社じ
ゃ
本ほ
ん
殿で
ん

（
所
在
地：野
洲
市
大
篠
原
）（
時
代：室
町
中
期
）（
構

造
形
式
：
桁
行
三
間
、
梁
間
三
間
、
一
重
、
入
母

屋
造
、向
拝
一
間
、檜
皮
葺
）（
国
宝
指
定：１
９
６
１
年
）（
附
指
定：棟
札
11
枚)

御み

上か
み

神じ
ん

社じ
ゃ

本ほ
ん

殿で
ん

（
所
在
地
：
野
洲
市
三
上
）（
時
代
：
鎌
倉
後
期
）（
構
造

形
式
：
桁
行
三
間
、
梁
間
三
間
、
一
重
、
入
母
屋
造
、

向
拝
一
間
、
檜
皮
葺
）（
国
宝
指
定
：
１
９
５
２
年
）（
附
指
定
：
厨
子
１
基
）

常
楽
寺
本
堂
（
所
在
地
：
湖
南
市
西
寺
）（
時
代
：
室
町
前
期
）（
構
造
形

式
：
桁
行
七
間
、
梁
間
六
間
、
一
重
、
入
母
屋
造
、
向
拝

三
間
、
檜
皮
葺
）（
国
宝
指
定
１
９
５
３
年
）（
附
指
定
：
厨
子
１
基
）

常
楽
寺
三
重
塔
（
所
在
地
：
湖
南
市
西
寺
）（
時
代
：
室
町
中
期
）（
構

造
形
式
：
三
間
三
重
塔
婆
、
本
瓦
葺
）（
国
宝
指
定

１
９
５
３
年
）（
附
指
定
：
丸
瓦
及
び
平
瓦
１
個
）

ずいき神輿三上山（近江富士）

御上神社本殿

常楽寺三重塔

常楽寺本堂

本堂と三重塔

流
域
の｢

近
江
富
士｣

と
も
呼
ば
れ
る
三
上
山
の
西
麓
に
鎮
座

し
ま
す
。
国
宝｢

本
殿｣

は
、
神
社
建
築
の
う
ち
で
は
古
い
遺

構
の
一
つ
で
、
入
母
屋
造
で
あ
る
の
も
比
較
的
類
例
の
少
な
い

点
で
文
化
的
意
義
が
深
い
と
云
わ
れ
ま
す
。
祭
神
天あ

め
の
み
か
げ
の
か
み

御
影
之
神

が
近
江
富
士
と
呼
ば
れ
る
霊
峰
・
三
上
山
に
降
臨
し
た
の
を

祀
っ
た
の
が
始
ま
り
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。｢

楼
門
（
重
文
）」

を
潜
る
と
優
雅
な｢

拝
殿
（
重
文
）」、
仏
堂
の
よ
う
な
入
母
屋

造
の
屋
根
に
千ち

木ぎ･

堅か
つ
お
ぎ

魚
木
の
装
飾
が
聳
え
る
国
宝｢

本
殿｣

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
左
右
に｢

摂
社
若
宮
神
社
本
殿
（
重
文
）」

と
三
宮
社
が
並
ん
で
立
っ
て
い
ま
す
。
10
月
14
日
に
行
わ
れ
る

｢

ず
い
き
祭
り｣

は
、
秋
の
収
穫
感
謝
と
子
孫
繁
栄
を
祈
念
す

る
祭
り
で
、
ず
い
き
で
作
っ
た｢

ず
い
き
神
輿｣

が
５
基
奉
納

さ
れ
る
他
、
芝
原
式
の
子
供
相
撲
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。
国
指
定

の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
云
い
、
近
在
の｢

東
寺
」
長
壽
寺
と
共
に
栄
え
て
い
ま
し
た
。

国
宝｢

本
堂｣

の
堂
内
は
、
外
陣
、
内
陣
、
後
陣
か
ら
な
り
、
内

陣
の
両
側
に
堂
蔵
が
あ
り
ま
す
。
内
陣
須
弥
壇
中
央
に
本
尊
の

厨
子
が
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
に
祀
ら
れ
て
い
る
本
尊
は｢

木
造
千

手
観
音
坐
像
（
重
文
）｣

で
秘
仏
で
す
。
本
尊
逗
子
の
周
り
に
は

鎌
倉
時
代
に
造
像
さ
れ
た｢

二
十
八
部
衆
像
（
重
文
）｣

が
ず
ら

り
と
並
び
壮
観
で
す
。
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阿
星
山
の
北
麓
に
あ
る
天
台
宗
の
古
刹｢

長
壽
寺｣

は
、
良

弁
が
開
い
た
と
伝
わ
り｢

東
寺｣

と
通
称
さ
れ
、国
宝｢
本
堂
」

は
、｢

照て

り
起む

く

り｣

と
呼
ば
れ
る
屋
根
の
曲
線
が
美
し
い
檜
皮

葺
で
、
特
に
内
部
の
構
造
が
貴
重
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
代
の

寺
院
建
築
は
、
仏
像
を
置
く
正
堂
と
、
人
が
参
拝
す
る
礼
堂
を

別
々
に
建
て
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
二
つ

の
建
物
の
上
に
大
き
な
屋
根
を
か
ぶ
せ
て
一
つ
の
建
物
に
な
り

岩
根
山
中
に
あ
り
、
元
明
天
皇
の
命
で
草
創
さ
れ
、
延
暦
年

中
、
最
澄
が
当
寺
の
霊
水
を
病
床
の
桓
武
天
皇
に
献
じ
た
と
こ

ろ
平
癒
し
た
の
で
、｢

善
水
寺｣

と
寺
号
を
改
め
天
台
別
院
に

さ
れ
た
と
云
わ
れ
ま
す
。
国
宝｢

本
堂｣

は
、
堂
の
正
面
に
向

長ち
ょ
う
じ
ゅ
じ

壽
寺
本ほ
ん
堂ど
う

（
所
在
地
：
湖
南
市
東
寺
）（
時
代
：
鎌
倉
前
期
）（
構
造
形

式：桁
行
五
間
、梁
間
五
間
、一
重
、寄
棟
造
、向
拝
三
間
、

檜
皮
葺
）（
国
宝
指
定
１
９
５
３
年
）（
附
指
定
：
厨
子
１
基
）

善
水
寺
本
堂
（
所
在
地
：
湖
南
市
岩
根
）（
時
代
：
室
町
前
期
）（
構
造
形

式：桁
行
七
間
、梁
間
五
間
、一
重
、入
母
屋
造
、檜
皮
葺
）

（
国
宝
指
定
１
９
５
４
年
）

本堂正面

本堂と紅葉

参道

善水元水

長壽寺本堂

善水寺本堂

＊
お
わ
り
に

　
今
年
の
秋
は
、
湖
東
三
山
や
湖
南
三
山
の
紅
葉
と
国
宝
建
造

物
へ
の
旅
は
如
何
で
す
か
。
日
本
の
建
築
は
、
長
い
間
木
造
で

終
始
し
、
木
の
特
性
を
生
か
し
て
建
物
が
造
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

木
の
強
さ
、
木
の
優
し
さ
と
温
か
さ
、
そ
れ
を
最
大
限
に
生
か

し
て
き
た
の
で
す
。
現
代
の
建
築
は
、木
造
だ
け
で
は
な
く
。
鉄
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
ガ
ラ
ス
等
、
様
々
な
素
材
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

建
て
る
技
術
も
す
っ
か
り
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
木
造
建
築
と

そ
の
技
術
は
過
去
の
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
成
果
は
、

世
界
最
古
の
木
造
建
築
と
云
わ
れ
る
法
隆
寺
の
金
堂
・
五
重
塔

と
し
て
厳
然
と
存
在
し
て
い
ま
す
。
先
人
た
ち
の
優
れ
た
知
恵

の
結
晶
で
あ
り
、
祖
先
の
人
達
が
現
代
に
残
し
て
く
れ
た
素
晴

ら
し
い
遺
産
で
す
。
自
然
体
で
が
つ
が
つ
せ
ず
地
道
に
頑
張
る

出
会
っ
た
人
達
、
滋
賀
県
が
益
々
素
敵
に
見
え
る
よ
う
、
諸
事

情
は
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
人
と
自
然
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
忘

れ
ず
、
大
切
な
22
件
の
国
宝
建
造
物
や
有
形
無
形
の
文
化
財
と

琵
琶
湖
を
守
っ
て
頂
き
た
く
思
い
ま
す
。

（
参
考
資
料
）

・
文
化
庁
監
修｢

国
宝｣

建
造
物
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
：
毎
日
新
聞
社　

・
国
宝
へ

の
旅
⑫
⑲
：
日
本
放
送
出
版
協
会　

・
五
木
寛
之
の
百
寺
巡
礼
ガ
イ
ド

版
、
百
寺
巡
礼
展
：
株
式
会
社
講
談
社　

・
歴
史
と
文
化
近
江
：
株
式

会
社
社
会
思
想
社　

・
全
集
日
本
の
古
寺
：
株
式
会
社
集
英
社　

・
日

本
名
建
築
写
真
選
集
⑦
西
明
寺
金
剛
輪
寺
：
株
式
会
社
新
潮
社　

・
よ

く
わ
か
る
日
本
建
築
の
見
方
：
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ　

・
宮
大
工

千
年
の
知
恵
：
祥
伝
社　

・
図
解
古
建
築
入
門
：
株
式
会
社
彰
国
社　

・

本
当
は
ス
ゴ
イ
！
滋
賀
の
文
化
財
：
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版　

・
１
冊
で
わ

か
る
滋
賀
の
仏
像
：
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版　

・
文
化
庁
国
指
定
文
化
財
等

デ
ー
タ
ベ
ー
ス　

ま
す
。
長
壽
寺
本
堂
の
構
造
を
見
る
と
そ
の
変
化
が
よ
く
わ
か

り
ま
す
。
堂
内
に
２
つ
建
物
が
入
り
込
ん
だ
よ
う
な
構
造
は
、

国
内
に
数
例
し
か
現
存
し
て
お
ら
ず
大
変
貴
重
な
も
の
と
云
わ

れ
て
い
ま
す
。
内
陣
中
央
の
厨
子
に
は
、
秘
仏
本
尊
「
子
安
地

蔵
菩
薩｣

が
お
祀
り
さ
れ
て
い
ま
す
。
向
か
っ
て
右
に
は｢

阿

弥
陀
如
来
坐
像
（
重
文
）｣

と
南
方
を
守
護
す
る｢

増
長
天｣

が
、

左
に
は｢

釈
迦
如
来
坐
像
（
重
文
）｣

と
北
方
を
守
護
す
る
「
多

聞
天｣

が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
境
内
の
収
納
庫
に
は
、
平
安
時

代
に
造
ら
れ
た
丈
六
の｢

阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
重
文
）｣

が
収

蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
境
内
に
は｢

弁
天
堂
（
重
文
）」｢

白
山
神

社
拝
殿
（
重
文
）｣

が
あ
り
ま
す
。

拝
を
持
た
な
い
こ
と
が
特
徴
で
、
屋
根
の
優
美
な
曲
線
が
非
常

に
印
象
的
な
造
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
内
陣
仏
壇
上
の
厨
子
に

は
秘
仏
本
尊｢

薬
師
如
来
坐
像
（
重
文
）｣

が
お
祀
り
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
堂
に
は
他
に
12
躯
の
重
文
の
天
部
像
が
配
さ
れ
、

他
に
も
素
晴
ら
し
い
17
躯
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
て
も
荘
厳

な
雰
囲
気
を
醸
し
て
お
り
一
見
の
価
値
は
あ
り
ま
す
。ま
た「
善

水
元
水｣

と
呼
ば
れ
る
霊
水
は
、
井
戸
か
ら
汲
み
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

す
。
初
層
内
部
の
四
天
柱
内
側
の
後
方
よ
り
須
弥
壇
が
置
か
れ
、

来
迎
壁
を
背
に｢

木
造
釈
迦
如
来
坐
像
（
重
文
）｣

が
安
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
２
０
０
４
年
に
石
部
町
と
甲
西
町
が
合
併
し
湖
南
市

が
誕
生
し
ま
し
た
。
翌
年
湖
南
市
に
あ
る
古
刹
で
国
宝
建
造
物
を

有
す
る｢

常
楽
寺｣

｢

長
壽
寺｣

｢

善
水
寺｣

の
３
カ
寺
で｢

湖
南

三
山｣

が
立
ち
あ
げ
ら
れ
、
紅
葉
時
期
に
は
一
斉
公
開｢

湖
南
三

山
め
ぐ
り｣

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
紅
葉
に
彩
ら
れ
た
趣
の
あ

る
佇
ま
い
が
楽
し
め
ま
す
。
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●東京滋賀県人会ウェブサイト
https://imashiga.jp/
令和5年10月にリニューアルオープン！　
より見やすく、わかりやすくなりました！
県人会の活動・行事の紹介や滋賀の魅力・
歴史・文化を紹介するブログも更新中！

●東京滋賀県人会Facebook
https://www.facebook.com/東京滋賀県人会
-1013229665488825/
「ここ滋賀」や歌舞伎座で開催するイベント
の最新情報などはこちら！

●YouTube 東京滋賀県人会チャンネル
https ://www.youtube.com/channel/
UCpiN-9K5TmCqdO7wyEW5Kgw
県人会のイベントのほか、ふるさと滋賀の
風景・バーチャル寺社参拝など、県人会な
らではの動画コンテンツも充実！

●HP・会報誌への投稿募集
東京滋賀県人会では、会員の皆様からの近況報告、趣味、
旅行、日本社会や世界への提言、随想など、バラエティー
豊かな投稿記事を募集しています。
現在、特に俳句・川柳などの投稿を大募集しています。投
稿いただいた記事は東京滋賀県人会ウェブサイトに掲載し、
その中から選りすぐったものを会報誌にも掲載いたします。
皆様のご投稿をお待ちしております。
（HPに掲載された方には、東京滋賀県人会オリジナルQUO
カード1000円分を進呈いたします）
投稿先は：
　〒103-0004　東京都中央区東日本橋3-6-20　
　　　　　　　グランスイート東日本橋スクウェア205号室　
　東京滋賀県人会事務局　会報誌担当
　Mail：tokyo@shigakenjinkai.jp

●編集後記
今年の夏も大変な猛暑でした。線状降水帯により各地で発生した大
豪雨も甚大な被害をもたらしました。年々過酷さを増す異常気象は、
夏場の我々の行動にも大きな制約となりつつあります。酷暑による
健康被害や労働生産性の低下、豪雨によるインフラや住居への被害
など、日本経済にも悪影響が懸念されます。それでも、9月も下旬
になりようやく秋の訪れを感じられるようになってまいりました。
『秋来ぬと目にはさやかに見えねども風の音にぞおどろかれぬる』

（古今和歌集：藤原敏行朝臣）

東京滋賀県人会　法人会員の皆様のご紹介　 （令和6年9月現在）

アインズ㈱東京支店 千代田区
Ascent Business Consulting㈱ 港区
㈱壱三壱 京都市中京区
伊藤忠商事㈱ 港区
㈱永昌堂 中央区
エステックサービス㈱ 大田区
ENWA㈱ 大阪市西区
㈱近江ミネラルウォーターサービス 大津市
太田酒造㈱東京営業所 足立区
大塚オーミ陶業㈱ 千代田区
大星岡村㈱ 中央区
㈱叶匠寿庵 大津市
㈱鹿深サービス 甲賀市
川島酒造㈱ 高島市
木村水産㈱ 彦根市
丘峰喫茶店・能美舎 木之本町
協同組合ビジネス21支部 港区

（一財）近畿健康管理センター東京事業部 江東区
元三フード㈱ 大津市
江州技研㈱ 台東区
㈱光洋社 新宿区

（公財）湖国協会 武蔵野市
こころ農園 大津市
㈱三和開発 米原市
滋賀近交運輸倉庫㈱ 長浜市
㈱滋賀銀行東京支店 中央区
滋賀県青年団体連合会 大津市
滋賀県東京本部 千代田区

㈱静永事務所 港区
清水惣㈱ 千代田区
社会保険労務士法人久禮事務所 世田谷区
昭和西川㈱ 中央区
㈱数寄和 杉並区
ゼッタリンクス㈱ 荒川区
㈱大生産業 野洲市
㈱髙島屋日本橋店 中央区
たねやグループ 近江八幡市
チョーギン㈱ 墨田区
㈱トランプ 港区
中田商店 八王子市
㈱ナカノアパレル 中央区
長浜浪漫ビール㈱ 長浜市
㈱西川 中央区
日本ロジテム㈱ 港区
㈱布引焼窯元 東近江市
農事組合法人グリーンティ土山 甲賀市

（一財）東日本橋真宗会堂維持財団 中央区
（公社）びわこビジターズビューロー 大津市
㈱びわこフード 近江八幡市
㈱マルヨシ近江茶 甲賀市
メルクロス㈱ 中央区
森島商事㈱ 竜王町
柳屋ビルディング㈱ 中央区
ヤマ庄陶器㈱ 甲賀市
楽入陶房　壷中庵 甲賀市
㈱RoseUniverse 守山市

（五十音順敬称略）



26 •

一般財団法人

東日本橋真宗会堂維持財団
一般財団法人

東日本橋真宗会堂維持財団

導師　大江 和正（築地本願寺　王子布教所）

●月例法要　
東京滋賀県人会ホールにて 毎月第一木曜日　
14時から行っています（1月・8月を除く）
ぜひお参りにお越しください
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〒162-0041
東京都新宿区早稲田鶴巻町564番地田中ビル３階
TEL03-6302-1645　FAX03-6302-1675
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地域創生ブランディング

比叡平
まちづくり
プロジェクト
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近
江
の
こ
だ
わ
り
栽
培
『
榮
米
』

『滋賀羽二重100％使用のおもちも承っております！』『滋賀羽二重100％使用のおもちも承っております！』
※この広告をご覧になり、ご注文いただいた方には粗品を贈呈いたします。※この広告をご覧になり、ご注文いただいた方には粗品を贈呈いたします。

榮農場 滋 賀 県 栗 東 市 蜂 屋 720-2
T E L  0 7 7 - 5 5 2 - 0 3 5 3  h t t p : / / s a k a e f a r m . j p /

〈榮米おかき 〉
焼塩マヨネーズ味　
　100ｇ入り 370円（税別）
青のり七味味　
　100ｇ入り 370円（税別）

『
の
ぞ
ま
れ
る
も
の
を

　
　
　
　 

の
ぞ
む
か
た
に
…
』
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芸術の翼、はばたく。
滋賀県立芸術劇場

Biwako Hall Center for the Performing Arts，Shiga

https://www.biwako-hall.or.jp/　
びわ湖ホール 検　索TEL 077-523-7136 10:00～ 19:00　火曜休館

〒520-0806　滋賀県大津市打出浜15-1

●びわ湖ホールチケットセンター

学びをささえる湖国寮

入寮生
募集
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滋賀県の産業発展を牽引する分野の設備投資を支援します！

対 象

次のいずれかの分野に該当する施設の新増設
①蓄電池 ②電子部品・半導体 ③新モビリティ
④医薬品・医療機器 ⑤バイオ ⑥情報通信業
⑦グリーン物流 ⑧観光（宿泊施設）

要 件

投 資 額
億円以上（土地および従業員のための福利厚生施設を除く、

新たな施設の整備、取得が必要）

地元常用雇用
者 数 （ 純 増 ）

新設 １０人以上
増設 ３人以上

そ の 他

・以下の取組を実施すること
① ２削減目標計画を有していること

②しが ２ネットゼロムーブメントへの賛同

③しが生物多様性取組認証制度での３つ星の認証

④「すまいる・あくしょん宣言」への登録、または「しがふぁみ」
の協定締結

⑤入札での社会政策面評価項目のうち２項目以上の取組
・情報通信業、グリーン物流は他に個別要件あり

助 成 率

投下固定資産額の５％
北部地域（長浜市、米原市、高島市）、研究開発拠点を備えた
工場または研究開発拠点 ： 投下固定資産額の１０％

限 度 額

最大１０億円
設備投資： 億円
従業員のための福利厚生施設： 億円
（社宅、カフェテリア、レストルーム、授乳室 等）

手 続 き
助成対象施設として県知事から指定を受ける必要があります
着工 か月前までに指定申請書を提出してください

地域未来投資促進法に基づく支援措置や地方拠点強化税制による支援措置の が可能です！

滋賀県 産業立地

産業立地支援制度について
知りたい時 〒 滋賀県大津市京町４丁目 番 号

（直通）

産業用地をお探しの時

滋賀県 商工観光労働部 産業立地課



歌舞伎座の地下
こ びき ちょう

お 土 産 処 　 お 食 事 処 　 お 弁 当 処 を 常 設 し
各 種 屋 台 が 約 20 台 出 店

ウ キ ウ キ ワ ク ワ ク の 楽 し い 広 場 で す ！

歌舞伎座サービス株式会社
東京メトロ日比谷線・都営浅草線「東銀座」駅直結

東京都中央区銀座 4-12-15　TEL 03-3545-6554
営業時間　10：00～18：00

歌
舞
伎
揚

ラ
ー
メ
ン

お弁当

マ
ス
ク

わらび餅

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル


